
吹屋の文化と伝統が日本遺産に認定

日
本
遺
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認
定
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市
が
文
化
庁
に
申
請
し
て
い
た
「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」
発
祥
の
地 

―
弁べ
ん
が
ら柄
と
銅
あ
か
が
ねの
町
・
備
中
吹
屋
―
の

ス
ト
ー
リ
ー
が
６
月
19
日
に
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
関
連
す
る
歴
史
文
化
遺
産
を
国
内
外
へ
広
く
発
信
す
る
こ
と
で
、
観
光
施
策
の
推
進
に
よ
り
交
流

人
口
を
拡
大
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
文

化
・
伝
統
を
語
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
文

化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
、
平
成
27
年

（
２
０
１
５
）に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
69
件
の
申
請
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
21
件
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
か
ら
令
和
２
年
度
ま
で
の
間
に

全
国
で
１
０
４
件
の
日
本
遺
産
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
単
一
の
市
町
村
で

完
結
す
る
「
地
域
型
」
と
、
複
数
の
市
町

村
に
ま
た
が
っ
て
展
開
す
る
「
シ
リ
ア
ル

型
」
の
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
高
梁

市
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
「
地
域
型
」
で
、
県

内
で
は
倉
敷
市
に
次
い
で
２
件
目
の
認
定

に
な
り
ま
す
。

６月 19日に行われた認定セレモニーの様子

日
本
遺
産
と
は

　
標
高
約
５
０
０
㍍
の
高
原
上
に
忽こ

つ
然ぜ

ん
と

出
現
す
る
「
赤
い
町
並
み
」。
か
つ
て
国

内
屈
指
の
弁
柄
と
銅
生
産
で
繁
栄
し
た
鉱

山
の
町
・
吹
屋
で
あ
る
。

　
吹
屋
で
生
産
さ
れ
た
赤
色
顔
料
の
弁
柄

は
全
国
に
流
通
し
、
社
寺
な
ど
の
建
築
や

九く

谷た
に

焼や
き

・
伊い

万ま

里り

焼や
き

や
輪わ

島じ
ま

塗ぬ
り

な
ど
、
日

本
を
代
表
す
る
工
芸
品
を
鮮
や
か
に
彩
り
、

日
本
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
「
ジ
ャ

パ
ン
レ
ッ
ド
」
を
創
出
し
た
。
富
を
得
た

商
人
た
ち
は
赤
い
瓦
と
弁
柄
で
彩
色
さ
れ

た
格こ

う
子し

で
家
々
を
飾
り
、
今
も
残
る
町
並

み
は
、
独
特
の
景
観
を
醸か

も
し
出
し
、
訪
れ

る
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
周
辺
に
は
弁
柄
工
場
跡
や
銅
山

跡
な
ど
が
残
り
、「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」
を

創
出
し
た
往
時
の
繁
栄
を
偲
ば
せ
て
い
る
。

問
日
本
遺
産
・
歴
ま
ち
推
進
室
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認
定
の
概
要

タ
イ
ト
ル

「
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
」
発
祥
の
地

―
弁
柄
と
銅
の
町
・
備
中
吹
屋
―

申
請
者　
高
梁
市

構
成
文
化
財　
22
件

ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

赤い町並みの景観と魅力ジャパンレッドを創出した吹屋弁柄

国内屈指の銅の生産地吹屋弁柄と銅山の隆盛を体感できる空間

吹屋の町並み九谷焼ベンガラ館

笹
ささ

畝
うね

坑道旧広
ひろ

兼
かね

家住宅ベンガラ灯
あか

り

日
本
遺
産
事
業
の
方
向
性

　
日
本
遺
産
事
業
の
方
向
性
は
次
の
３
つ

に
集
約
さ
れ
ま
す
。

① 

地
域
に
点
在
す
る
文
化
財
の
把
握
と
ス

ト
ー
リ
ー
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化

② 

地
域
全
体
と
し
て
の
一
体
的
な
整
備
・

活
用

③ 

国
内
外
へ
の
積
極
的
か
つ
戦
略
的
・
効

果
的
な
発
信

高梁市の市外局番は「0866」です 2Ｒ2 (2020) ７月3 Ｒ2 (2020) ７月


